
資料１ 環境アセスメント制度のあらまし 

 

この資料については、著作権の関係から非公表とします。 



宮城県の発達障害者支援施策について

１ 発達障害者支援法及び国の支援施策

２ 宮城県の発達障害者支援施策

３ 宮城県の主な事業実績

令和７年１０月２日（木）
宮城県保健福祉部精神保健推進室



１ 発達障害者支援法及び国の支援施策

・発達障害者支援法の全体像
・発達障害者支援法の一部を改正する法律概要
・発達障害者支援センターの地域支援機能の強化
（平成２６年～）

・発達障害者とその家族を支える地域支援体制の
イメージ
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発達障害を早期に発見し、発達支援を行うことに関する国及び地方公共団体の責務
を明らかにするとともに、学校教育における発達障害者への支援、発達障害者の就労
の支援等について定めることにより、すべてのライフステージにおいて、発達障害の
ある方の自立および社会参加に資するようその生活全般にわたる支援を図り、もって
その福祉の増進に寄与することを目的としている。

厚生労働省資料引用
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厚生労働省資料引用

平成28年の改正では、発達障害のある方への支援の一層の充実をはかるため、
法律の全般にわたって改正が行われた。
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 ２ 宮城県の発達障害者支援施策

・宮城県の発達障害児者支援の計画・方針
・宮城県における発達障害児者総合支援事業
・宮城県の発達障害児者支援体制について
・一次支援機関（障害児等療育支援事業）
・二次支援機関（発達障害者地域支援マネジャー）
・三次支援機関（発達障害者支援センター）
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宮城県の発達障害児者支援の計画・方針
～ライフステージに応じて身近な地域で支援を受けられる体制構築～

（期間：令和6～8年度）【国の基本指針に基づき策定】

・発達障害者支援地域協議会（発達障害者支援推進会議）の開催

・発達障害者支援センターによる相談支援

・発達障害者支援センター・地域支援マネジャーの関係機関への助言、研修、啓発

・ペアレント・トレーニング、ペアレント・プログラム等の受講者数及び実施者数

・ペアレント・メンターの人数

・ピアサポート活動への参加人数

・かかりつけ医等発達障害対応力向上研修、初診待機解消事業の実施

（期間：令和6～11年度）【国の基本指針、作成指針等を踏まえて策定】

・発達障害者支援推進会議における検討

・発達障害者支援センター・地域支援マネジャーを中心とした支援者支援の推進

・専門医養成及びかかりつけ医対象の研修による診療体制の整備

・二次障害や強度行動障害等に対応できるよう、精神科における診療体制の充実、
保健・教育・福祉など関係機関との連携

・保健、医療、福祉、教育等の地域におけるネットワーク構築による相談対応

・発達障害者支援センターによる相談支援

・各種相談窓口との連携を図り、医療機関の適切な受診につなげる

障害福祉計画（第7期障害福祉計画・第3期障害児福祉計画）

第８次地域医療計画
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事業名 概要

発達障害者支援センター運営
事業

発達障害者支援センター「えくぼ」「県直営セン ター」において、
地域支援マネジャー等と連携し、地域の支援者等への支援及び研修
機会の提供などを通じて、支援体制の充実を図る。普及啓発も実施。

発達障害者地域支援マネジャー
配置事業

各圏域に専門職を発達障害者地域支援マネジャーとして配置し、市
町村等の身近な支援 者を支援し、圏域における支援体制を構築する。

障害児等療育支援事業
各圏域に障害児等療育支援事業所を設置し、身近な地域での相談、
療育支援を実施する。

発達障害者支援推進会議
医療、保健、福祉、教育、就労等の関係機関及び有識者による施策
検討の場を設置する。

発達障害者家族支援事業

家族が地域で発達障害について学び、また、家族や当事者同士の交
流機会を持てる体制づくりを推進する。各圏域において、ペアレン
ト・プログラム等の普及や先輩保護者であるペアレント・メンター
による家族支援、ピアサポート等の当事者会運営の支援を実施する。

発達障害専門医療機関
ネットワーク構築事業

東北大学病院を拠点病院に位置付け、発達障害の専門医の養成や、
専門的医療機関のネ ットワーク構築、地域のかかりつけ医を対象と
した発達障害対応力向上研修を実施する。
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宮城県における発達障害児者総合支援事業



【県の取組状況】⇒発達障害者地域支援マネジャー配置事業（R1～）
各障害保健福祉圏域に心理職又はリハ職を「発達障害者地域支援マネジャー」として配置

・圏域の中核的な支援機能として、市町村等の一次支援機関への支援を実施
・圏域の状況に応じた支援体制づくり、個別ケース支援や地域の状況に応じた研修機会の提供のほか、 
    家族支援等を実施

発達障害者地域支援マネジャー

【県の取組状況】
⇒発達障害者支援センター「えくぼ」（H18～）【主に大人を対象】
総合相談窓口のほか、専門相談員による支援者支援、各種研修や普及啓発セミナー等を実施

⇒発達障害者支援センター「県直営センター」【主に子どもを対象】（R1.7～県子ども総合センター内）
支援者支援の拠点機能として、困難ケースへの技術支援による地域支援機能の強化のほか、支援力向上に
資する研修の企画・実施、家族支援等を実施

発達障害者支援センター

＊一次支援機関には、上記の他に、保育所・幼稚園や学校、障害福祉サービス事業所等が含まれます。

発達障害専門医療機関ネットワーク
構築事業（県委託）
・ 発達障害診療医養成を支援
・ 医療機関ネットワーク形成
・ 地域の医療機関との症例検討会
・ かかりつけ医研修開催

拠点医療機関
（東北大学病院小児科）

小児科・精神科等の
かかりつけ医

医療機関（地域）

・全県的な支援体制整備
～仙台市とも連携

・ 発達障害者支援センター運営
・ 保健・福祉・教育・就労等，
他領域の支援機関との連携推進
（発達障害者支援推進会議）

・ 医療提供体制の整備

本庁・精神保健推進室
（発達障害・療育支援班）

宮城県の発達障害児者支援体制について

二次支援機関

三次支援機関
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発達障害のある方と家族が
安心して生活できる
地域づくりの推進

【求められる役割】
（法5・6条、障害福祉計画等）

・住民にわかりやすい窓口の設置・周知（国通知）

・母子保健、障害児支援の強化
健診での早期発見、早期支援の推進

・家族支援
・保健、福祉、教育等関係部門との連携体制構築

市町村
一次支援機関

【県の取組状況】
 身近な地域で療育支援が受けられる体制を整備
するため各障害保健福祉圏域で事業を実施

・訪問や来所による療育相談
・保育所や放課後児童クラブ等の支援者からの
療育相談に対応

・家族支援

障害児等療育支援事業
一次支援機関

保護者・ご本人等からの相談

県

県

県



支援内容

相談方法

一次支援機関（障害児等療育支援事業）

発達の気になるお子さん・発達障害がある成人期の方（疑い含む）やそのご家族、支援者の
方が、身近な地域で療育を始めとした支援上の相談ができます。県から委託を受けた事業所で
実施しています。障害者手帳や障害福祉サービスの受給者証は不要です。

（相談例）
・発達が気になる…
・どう支援したらいいの？
・子育てや保育のヒントが欲しい

○来所や訪問による療育相談
来所又は家庭、支援対象者の所属機関、障害福祉サービス事業所等を訪問する等の方法で、
ニーズに応じた療育相談を行います。

○支援者の関わり方に関する助言
発達の気になるお子さんの通う保育所や幼稚園、学校、発達障害のある方の利用する就労支援
機関等の支援者の方と一緒に、よりよい支援の方法を検討します。
＊発達障害者地域支援マネジャーと連携して支援を行います。

○家族に対する支援
市町村等と連携しながら、ペアレント・プログラムやペアレント・トレーニング等を実施します。

事前に予約が必要です。まずはお住まいの地域の事業所に電話・FAX・メールでお問合せください。

どなたでも利用
できます
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発達障害のある方やご家族が身近な地域で支援を受けられる体制をつくるため、各圏域に『発達障
害者地域支援マネジャー』の配置を進めています。県から委託を受けた事業所に配置しています。

支援内容

○支援者の方を支援する役割を担います。
○心理職やリハビリテーション専門職が従事しています。

○地域の特性やニーズを把握し、関係機関と連携の上、体制づくりや人材育成を進めます。
○市町村等の関係機関の依頼に応じて、コンサルテーション（アセスメントや支援方針の検討等）
を行います（※ご本人・ご家族からの直接の相談は障害児等療育支援事業で対応します）。

○家族支援の充実を目指し、ペアレント・プログラムやペアレント・トレーニング等の実施に協
力します。

発達障害者地域支援マネジャーとは

支援者支援が
中心

（相談例）
・対応をいろいろ工夫してみたけど
うまくいかない

・発達障害についてもっと知りたい
・支援力を高めたい

お住まいの地域の事業所に電話・FAX・メールでお問合せください。

相談方法
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ニ次支援機関（発達障害者地域支援マネジャー）



事業所名 所在地 連絡先 管轄市町村 マネジャー

仙南
一般社団法人
みやぎスクエアサポート
（南部事務所）

〒989-1752
柴田町槻木下町
3-2-6

TEL：０２２４－８７－６２６８
FAX：０２２４－８７－６２６９
Mail：contact@m-sqsp.net

白石市 角田市
蔵王町 七ヶ宿町
大河原町 村田町
柴田町 川崎町
丸森町 配置

仙台

(岩沼圏域)

名取市
岩沼市
亘理町
山元町

仙台

（塩釜・ 
黒川圏域）

認定NPO法人さわおとの森
〒981-0112
利府町利府字
八幡崎63-1

障害児等療育支援事業「あとれ」
TEL：０９０－２９９７－３５６７
FAX：０２２－３５２－１５０２
Mail：atore-ryoiku@sawaoto.jp

塩竈市
多賀城市
松島町
七ヶ浜町
利府町 配置

障害児等療育支援事業「あとれ黒川」
TEL：０８０－９６３５－４３０５
FAX：０２２－３５２－１５０２
Mail：atore-ryoiku@sawaoto.jp

富谷市
大和町
大郷町
大衡村

大崎

一般社団法人
みやぎスクエアサポート
（北部事務所）

989-6162
大崎市古川駅前
大通2-4-5-1

TEL：０２２９－８７ー８８０８
FAX：０２２４－８７－６２６９
Mail：contact@m-sqsp.net

大崎市
加美町
色麻町
美里町
涌谷町

配置

栗原

株式会社リツワ
療育支援事業チャレンジド
くりはら

〒989-5301
栗原市栗駒岩ケ崎
神南50

TEL：０９０－３３６７－７８３０
FAX：０２２８－４５－２１１８
Mail：ryo-iku@ritsuwa.com

栗原市 配置

登米
社会福祉法人恵泉会
恵泉会地域生活支援センター

〒987-0602
登米市中田町上沼
字大柳117-2

TEL：０２２０－２１－１０１１
FAX：０２２０－２１－１０１２
Mail：k-shien@keisen-net.jp

登米市 配置

石巻

社会福祉法人石巻祥心会
児童発達支援事業所
石巻市かもめ学園

〒986-0863
石巻市向陽町
3-10-7

TEL：０２２５－９５－９５６６
FAX：０２２５－９５－９５６６
Mail：kamome@i-shoshin.or.jp

石巻市
東松島市
女川町

配置

気仙沼

社会福祉法人
気仙沼市社会福祉協議会
気仙沼市マザーズホーム

〒988-0141
気仙沼市松崎柳沢
216-8

TEL：０２２６－２８－９８６６
FAX：０２２６－２２－６６８３
Mail：Ke_sya_mothers@cronos.ocn.ne.jp
地域支援マネジャー：
2022kesya.mothers@gmail.com

気仙沼市
南三陸町

配置

障害児等療育支援事業所・発達障害者地域支援マネジャー配置事業所
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発達障害者支援センター「県直営センター」【主に子ども（18歳未満）を対象】
支援者支援の拠点機能として、困難ケースへの技術支援による地域支援機能の強化のほか、
支援力向上に資する研修の企画・実施、家族支援事業の普及等を実施します。

発達障害者支援センター「えくぼ」【主に大人（18歳以上）を対象】
総合相談窓口のほか、心理相談員による支援者支援、各種研修や普及啓発セミナー、ピアサポート

   推進事業等を実施します。

担当圏域のマネジャーへの相談を前提とします。
まずはマネジャーがご相談を受け、マネジャーが発達障害者支援センターの相談の利用を必要と
判断した場合に、マネジャーが日程調整等を行います。

利用方法

支援者支援が
中心支援内容

支援者が困難を感じるケースに対して、発達障害者地域支援マネジャー（以下マネジャー）と
連携しながら対応します。
支援者の方からいただいた情報を基に、障害特性の整理、支援内容等に関する助言、支援方針の
検討及び助言等を行います。ケース会議への出席も可能です。

宮城県発達障害者支援センター
（宮城県子ども総合センター発達障害者支援班）

〒981-1217
名取市美田園2-1-4

TEL：０２２－７４８－５６６０

宮城県発達障害者支援センター「えくぼ」
（宮城県社会福祉協議会への委託により運営）

〒981-3213
仙台市泉区南中山5-2-1

TEL：０２２－３７６－５３０６

三次支援機関（発達障害者支援センター）
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 ３ 宮城県の主な事業実績

・障害児等療育支援事業における相談支援の状況
・地域支援マネジャーによる相談支援の状況
・関係機関への技術支援等
・家族支援事業
・普及啓発活動
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障害児等療育支援事業における相談支援の状況

16

相談件数

年代別

相談件数は増加
傾向

未就学は減少、
学齢期が増加
傾向
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地域支援マネジャーによる相談支援の状況
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相談件数

年代別

R3.10～石巻、R4
～大崎・気仙沼に
配置され、相談件
数が増加。
療育支援事業と同
程度の個別ケース
への支援を行って
いる。

中学生～20代にか
けての年代が増加
傾向。
30代以降の割合は
少ない。

R3.10～石巻
R4.4～大崎・気仙沼
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関係機関への技術支援等（直営センター）

一次支援機関
（市町村、学校等）

二次支援機関
（地域支援ﾏﾈｼﾞｬｰ）

その他の機関

令和４年度 177 138 21

令和５年度 131 145 13

令和６年度 101 90 21

支援者研修や困難事例等を通して技術
支援を行うことで、より身近な地域で
の支援機能を強化

テーマ・内容 受講者

基礎研修 発達障害に関する知識や基本的なかかわり方についてオンデマンド配信
一次支援機関
51件、187名

実践研修Ⅰ
前期・後期
３回シリーズ

講義：認知特性の理解を踏まえた相談支援 自閉症ﾋﾟｱﾘﾝｸｾﾝﾀｰここねっと 黒澤哲氏
アセスメントと具体的支援の提案 子ども総合センター 佐藤寛記技術次長

実践報告：相談支援事業所さんてらす 山口浩章氏・IGUNAL 菊田繁氏

相談業務の支援
者、前期31名、
後期18名

実践研修Ⅱ
前期・後期
３回シリーズ

講義・演習：発達障害の特性のアセスメント ティーチャーズ・トレーニング①～③
子ども総合センター 佐藤寛記技術次長

直接支援の支援
者、前期218名、
後期79名

早期支援研修
母子保健体制強化事業

講義：発達早期のアセスメントの視点 子ども総合センター 佐藤寛記技術次長
アセスメントツールの活用例に関して 弘前大学大学院 斉藤まなぶ教授
健診で見つかった「気になる子」への支援の考え方 こん小児科ｸﾘﾆｯｸ 今公弥院長

取組紹介：ペアレント・プログラム（南三陸町）ペアレント・トレーニング（松島町）

母子保健に従事
する市町村・県
保健所の職員
102名

福祉と教育の
連携研修

総合教育センター共催

目的：教育と福祉の「支援手法の共通化・共通言語化」を図る。県教育事務所単位で実施。
内容：事前研修はe-ラーニング、本研修は応用行動分析に基づいた支援の考え方、教育と
福祉の協働による支援マップ作成について講義・演習を実施。

福祉機関職員97
名、教育機関職
員372名

①関係機関への技術支援

③主催研修

令和５年度 70回、161ケース

令和６年度 44回、121ケース

②新規ケース支援検討会
＊直営、えくぼ、マネジャー、療育担当で圏域ごとに実施

障害児等療育支援事業・地域支援マネジャーが新規に対応し
たケースについて、支援の方向性を検討

新

新

拡充

マネジャーと一次支援機関の連携が促進され、
センターの対応件数減

18



(参考)リモート学習支援モデル事業
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関係機関への技術支援等（えくぼ）

一次～二次支援機関

令和４年度 100

令和５年度 161

令和６年度 149

研修名・講師 内容 受講者

発達障害基礎講座
発達障害の基礎的理解についてのオンライン研修
「えくぼ」心理相談員 松﨑泰氏、冨永恵子氏、渡邉裕実氏

①成人期の発達障害の基礎
②発達障害者への合理的配慮
③当事者インタビュー（録画）
④発達障害と精神疾患

①74名
②65名
③36名
④62名

アセスメント技術を高める研修会
①基礎編 講義「えくぼ」渡邉裕美心理相談員
②実践編 講義・演習 大正大学 近藤直司名誉教授

講義：アセスメントに必要な基礎知識
アセスメントのまとめ方
生物・心理・社会モデル

演習：ケースレポート、ケース検討会

①66名
②35名

Vineland-Ⅱ（適応行動尺度）研修会（基礎編は県内2か所）

①基礎編 講義 「えくぼ」白石雅一心理相談員
実践報告 恵泉会 及川かよ発達障害者地域支援マネジャー

②実践編 講義・演習 北海道教育大学旭川校 萩原拓教授

講義：概要、実施方法、解釈
実践報告：Vineland-Ⅱを活用した支援
演習：半構造化面接、スコアリング

①27名、
34名
②34名

自閉スペクトラム症支援研修
「えくぼ」白石雅一心理相談員

講義：人間関係の発達と自閉スペクトラム症
取組報告：支援者相談活用事例

90名

成人期発達障害支援スキルアップ研修
「えくぼ」冨永恵子心理相談員

講義：成人期における発達障害者支援～「え
くぼ」での実践を通して～
行政説明、グループワーク

13名

③主催研修（令和6年度12月実施分まで）

①関係機関への技術支援

20

令和４年度 7回

令和５年度 7回

令和６年度 8回

②講師派遣

基礎的な内容から就労支援、強度行動障害への支援
など幅広い依頼内容に対応

新

新



家族支援事業（直営センター）
ペアレント・プログラム事業 ペアレント・トレーニング事業 ペアレント・メンター事業

事業内容

「ペアレント・プログラム」
を提供できる者を養成し、身
近な地域でプログラムを提供
できる体制を構築する。

＊療育支援事業でプログラム実施

「ペアレント・トレーニング」
の普及・展開を促進する。

発達障害児の子育て経験が
ある「先輩保護者」（ペア
レント・メンター）の養成
及び派遣等を実施する。

プログラム・
活動内容

子育てに難しさを感じる保護
者が、子どもの行動の理解の
仕方を学び、子育ての自信を
つけ、仲間を見つける機会と
することを目的とした全６回
のプログラム

発達特性のある子どもの子育て
に難しさを感じる保護者が、行
動療法や行動分析を基礎にほめ
方、環境調整、不適切な行動へ
の対応等を学び、子どもの行動
変容を目指すプログラム

活動内容：啓発活動
グループ相談

派遣先：支援者研修会
保護者勉強会等

令和５年度

・県事業によるプログラム実施
4圏域、6回

・アドバンストワークショップ
・養成：実施者12名、講師11名

・啓発研修
立正大学 中田洋二郎名誉教授

受講者211名

・実施者養成研修（全2回）
立正大学 中田洋二郎名誉教授

受講者11名

・登録者23名（R5.4現在）
・派遣8回、延べ16人
参加者190名

・交流会
・スキルアップ研修会

令和６年度

・県事業によるプログラム実施
7圏域、12回

・アドバンストワークショップ
・養成：実施者45名、講師18名

・実施者養成研修（全3回）
立正大学 中田洋二郎名誉教授

受講者10名

・登録者23名（R6.4現在）
・派遣7回、延べ14人
参加者92名

・交流会
・スキルアップ研修会 21



発達障害支援セミナーinみやぎ
テーマ 内容（オンライン） 受講者

発達障害のある方
への合理的配慮に
ついて考える

【基調講演１】 発達障害の理解と対応 「えくぼ」松﨑泰心理相談員
【基調講演２】 発達障害ある方への「合理的配慮」について考える

宮城県障害者権利擁護センター 鈴木みゆき所長
【動画上映】 当事者・家族からのメッセージ
【パネルディスカッション】
ファシリテーター 「えくぼ」松﨑泰心理相談員
パネリスト 宮城県立秋保かがやき支援学校 鈴木由佳子教諭

アデコ株式会社 相原理佐主任コーディネーター
みやぎスクエアサポート 片瀬道地域支援ﾏﾈｼﾞｬｰ

136名

「世界自閉症啓発デー」「発達障害啓発週間」inみやぎ
4月2日「世界自閉症啓発デー」、4月2日～8日「発達障害啓発週間」
において、広く一般県民へ理解促進を図る取組を実施

①ブルーライトアップ

-三井アウトレットパーク仙台港 観覧車「ポートフラワー」
-仙台放送大年寺山送信所鉄塔「仙台スカイキャンドル」

②映画上映会「ぼくはうみがみたくなりました」

③パネル展示、啓発リーフレット配布

仙台市共催

R6.4改正障害者差別解消法施行 事業者による合理的配慮の提供が義務化

R6実績

普及啓発活動
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成果目標項目
R4

目標・実績
R5

目標・実績
R6

目標・実績
R7
目標

R8
目標

発達障
害者等
に対す
る支援

発達障害者支援地域協議会の開催 2回 0回 2回 1回 1回 1回 1回 1回

発達障害者支援センターによる相談支援
800
件

821
件

800
件

611
件

830
件

454
件

830
件

830
件

発達障害者支援センター及び発達障害者地
域支援マネジャーの関係機関への助言 

363
回

836
回

399
回

840
回

840
回

837
回

840
回

847
回

発達障害者支援センター及び発達障害者地
域支援 マネジャーの外部機関や地域住民
への研修、啓発 

61回 138
回

67回 124
回

140
回

118
回

140
回

147
回

ペアレントトレーニングやペアレントプロ
グラム 等の支援プログラム等の受講者数
（保護者）及び 実施者数（支援者） 64人 68人 96人 39人 70人 96人 70人 70人

ペアレントメンターの人数 20人 23人 20人 23人 23人 20人 25人 25人

ピアサポートの活動への参加人数 53人 166
人

77人 131
人

170
人

100
人

170
人

178
人

23

（参考）
障害福祉計画（第6,7期）・障害児福祉計画（第2,3期）

第7期から
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